
 

10月 9日（木） 16:00～17:00 

9の日行動・ボードで 9条アピール 

川間駅南口 野田・九条の会 

10月 11日（土） 14:00～17:00 

野田・九条の会定例会 

欅のホール 3階 多目的スタジオ 

10月 12日（日） 13:30～17:00 

「集団的自衛権を考える」 

お話し・伊藤進さん 

NHK スペシャル「日米安保と自衛隊」鑑賞 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

10月13日（月・祝） 14:00～16:00 

ピースパレード 10・13 

柏西口第一（汽車ぽっぽ）公園 

 ピースパレード柏実行委員会 

10月 15日（水） 10:00～13:00 

DVD上映会＆意見交換 

「国際連盟脱退 松岡洋右 望まなかった決断」 

欅のホール研修室 けやき 9条の会 

10月 18日（土） 13:30～16:30 

川満彰さん講演会 

北コミュニティセンター 野田・九条の会 
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野
田
・
九
条
の
会
講
演
会
が
10

月
18
日
（
土
）
に
迫
り
ま
し
た
。

（
別
紙
チ
ラ
シ
参
照
）
。
講
師
の

川
満
さ
ん
は
、
沖
縄
か
ら
こ
の
講

演
の
た
め
に
お
呼
び
し
ま
し
た
。

辺
野
古
基
地
新
設
、
沖
縄
知
事

選
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と

の
関
係
な
ど
、
た
っ
ぷ
り
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
チ
ラ
シ
を
10
月
8
日
新

聞
4
紙
に
折
り
込
み
ま
す
。
2

面
に
九
条
の
会
の
ア
ピ
ー
ル
を

印
刷
し
て
い
ま
す
。
九
条
の
会
の

9
月
13
日
開
か
れ
た
野
田
・
九

条
の
会
定
例
会
で
、
11
月
に
行
わ

れ
る
沖
縄
知
事
選
挙
に
む
け
て
、
代

表
を
送
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
憲

法
九
条
を
守
ろ
う
と
集
ま
っ
て
い

る
九
条
の
会
が
特
定
の
候
補
者
の

選
挙
応
援
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
か
と
い
う
意
見
か
ら
、
い
い
機

会
な
の
で
議
論
し
ま
し
た
。
九
条
の

会
は
ど
こ
の
政
党
、
候
補
者
の
支
持

者
に
か
か
わ
ら
ず
、
九
条
を
守
る
と

い
う
一
点
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
今
回
の
沖
縄
知
事
選
挙
は
辺

野
古
の
基
地
新
設
に
反
対
か
賛
成

か
と
い
う
ま
さ
に
戦
争
（
九
条
）
が

争
点
で
あ
る
こ
と
、
九
条
と
い
う
条

文
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
基
地
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
、
自
分
の
国
に
九
条
違
反
が
あ
る

す
。
会
費
4

0

0

0
円

程
度
、
希
望
す
る
方
は

事
務
局
ま
で
。 

賛
同
者
の
皆
さ
ん
と
知
人
、
友
人

に
限
り
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は
8

0

0
円
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機

会
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
お

知
り
合
い
を
誘
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
役
員
が

持
っ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
1

0

0

0
円
で
す
。

終
わ
っ
た
後
懇
親
会
も
行
い
ま

の
に
戦
う
の
は

当
然
、
辺
野
古

の
事
は
当
然
憲

法
九
条
に
関
係

し
て
い
る
。
な

ど
の
意
見
交
換

の
結
果
、
今
回

の
沖
縄
知
事
選

で
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
の
翁
長

候
補
を
応
援
す
る
た
め
代
表
者
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
激
励
の

寄
せ
書
き
を
作
り
ま
す
。
カ
ン
パ
を

募
っ
て
届
け
ま
す
。
代
表
に
旅
費
の

補
助
を
し
ま
す
。 

10
月
18
日
の
川
満
さ
ん
の
講
演

会
の
時
、
そ
の
他
地
域
九
条
の
会
の

集
ま
り
な
ど
に
、
寄
せ
書
き
と
カ
ン

パ
袋
を
回
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

と き 10月 18日（土） 

 13:30 開場 

 13:40～ 沖縄エイサー 

アシビャーの皆さんが踊ります 

 14:00～16:30 

  川満彰さん講演 

ところ 北コミュニティセンターホール 

 



 

した。この石は、爆心地から近距離の地点で被爆した当

時の広島市役所側壁の一部を譲り受けたものです。戦後

40年余り経過した今日核兵器による世界的不安は、依然

として、残されております。私たちは、1986 年の国際平和

年にあたり、核兵器の悲惨さと平和の尊さを後世に継承

し、かかる悲惨を再び、くりかえすことがないよう恒久平和

を願い、ここに平和祈念碑を建立するものです。」 

恒久平和を願うこの碑文の精神に照らしても許されな

い法律と考えて標記意見書の提出を求めるものです。 

秘密保護法廃止！野田の会 代表 

伊藤 進 

 

「昭和 20年 8月 6日午

前 8時 15分、広島市に

人類史上初めて原子爆

弾が投下され、一瞬の

閃光のもとに十数万人

の尊い生命が奪われま

昨年 12月 6日、安倍政権は国民大多数の反対を無視

して「特定秘密保護法」を強行採決しました。この法律の

廃止、凍結を求める意見書が、白井市をはじめ全国 130

近くの市町村議会によって国に提出されています。 

秘密保護法廃止！野田の会も、「国への意見書提出に

関する陳情書」を野田市議会議長宛に提出しました。総

務委員会では賛成少数で不採択でした。9 月 29 日の本

会議で審議され結論が出されます。 

以下は9月17日の総務委員会で行った趣旨説明の内

容です。 

一点目、秘密保護法は国民からみて、「何が秘密かも

秘密」となり、自分が接した情報が「特定秘密」かどうか分

からないまま処罰されることです。「秘密の範囲」が、あい

まいなこと。秘密にしておく「指定期間」も更新更新で 120

年も秘密にできること。また、文書の廃棄や指定の更新も

秘密です。本来、政府がもつ情報は、政府のものではな

く、主権者国民のものであり、今必要なのは、国民の知る

権利を保証するための情報公開制度の充実です。 

二点目は、今年 7月、国際自由権規約委員会が、日本

政府に対し、次のような勧告意見を出しました。「当委員

会は、近年、国会で採択された秘密保護法が、秘密指

定の対象となる情報について、あいまい且つ広範に規

定されている点、指定について抽象的要件しか規定さ

れていない点、及びジャーナリストや人権活動家の活

動に対し、萎縮効果をもたらしかねない重罰が規定さ

れている点について憂慮する」と厳しく指摘しています。 

三点目は、「国境なき記者団」というものがあります。ここ

が各国の報道の自由度ランキングを毎年発表していま

す。日本のランキングは、2011 年で 11 位だったものが

2012年には22位に低下、2013年は53位に急落。2014

年には、更に低下し 59位になり、ここ 10年で最悪の順位

です。先進国と言われる経済協力開発機構 OECD に加

盟している 34カ国中 29位の低さです。59位に急落した

理由は、秘密保護法ができたことで、調査報道、取材源

の秘匿といったものが犠牲になってしまうということでし

た。報道の自由度は、その社会の民主主義の成熟度を測

る上で、とても重要なものさしです。日本の民主主義の行

末が懸念されているのです。 

四点目は、野田市は平成 9 年に人権平和都市宣言を

行いました。宣言の中で、平和記念碑の碑文の精神を育

むとの一文があります。そこで文化会館の前に立つ平和

記念碑の碑文を改めて読み直してみました。碑文には、

次のように書いてあります。 
 


